
令和６年度 

ごみ減量・もったいないねット山形 総会 
 

日時：令和６年５月３０日（木） 

午前１０時～ 

会場：山形市役所 １１階 大会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開  会 （午前１０時～） 

～情報交換～ 

   テーマ：無理なく 楽しく ボランティア活動を！ 

   講 師：ごみ減量・もったいないねット山形 

        会長 金澤 和子 氏 

２ 総会開会 （午前１１時～） 

３ もったいないアワード表彰 

４ 会長挨拶 

５ 市長挨拶 

６ 議長選出 

７ 議  事 

第１号議案 令和５年度事業報告及び 

収支決算報告（案）について 

監査報告 

第２号議案 令和６年度事業計画（案）及び 

収支予算（案）について 

第３号議案 規約の一部改正について 

第４号議案 役員改選について 

８ 閉  会 

（“ごみ減量すすむくん・かなえちゃんかるた”より） 



令和５年度役員 
                      （令和４年５月３０日選任） 

会 長 副会長 幹 事 監 事 

金 澤 和 子 長 瀬 洋 子 

板 垣 裕 子 

鹿 野 順 子 

齋 藤   淳 

鈴 木 隆 男 

中 村 明 千 

荒 井 安 雄 

渡 辺   明 

岡 村   廣 

 

 

 

会員数 
 

時点 個 人 団体 事業者 計 

設立総会時 ３５人 １４団体 １３事業者 ６２ 

Ｒ５.４.３０ ５１５人 ３７団体 １６４事業者 ７１６ 

Ｒ６.４.３０ ５１１人 ３８団体 １６４事業者 ７１３ 

 

 

 

令和５年度部会体制 
 

部 会 部会長 副部会長 

買い物エコフレンド部会 中 村 明 千 
早 坂 恵美子 

佐 藤 さおり 

５ Ｒ 情 報 発 信 部 会 鈴 木 隆 男 
井 上 英 俊 

丹 野 一 史 

ご み 減 量 学 習 部 会 齋 藤   淳 
佐 藤 弘 子 

早 坂 敏 一 

広 報 部 会 荒 井 安 雄 
大 滝 和 子 

松 本 秀 幸 

ごみ減量アドバイザー部会 鹿 野 順 子 
越 後 恵 美 

畠 山 優 子 
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令和５年度 事業報告 
 

１ 総会・役員会 

項  目 開催日 区分 内   容 

総 会 ５月３０日  議案審議 

第１回役員会 ４月１１日  総会議案及び実施方法について 

第２回役員会 ８月３０日 拡大 活動の進捗及び今後の事業計画について 

第３回役員会 １２月２６日  活動の進捗及び今後の事業計画について 

第４回役員会  ２月１９日 拡大 令和５年度予算執行状況及び今後の執行見込みについて 

第５回役員会 ３月１９日  令和６年度の事業計画及び総会について 

 

２ 主な事業 

項  目 実 施 日 摘   要 

イオン幸せの黄色いレシート

キャンペーン寄贈受入 

（イオン山形北店分） 

４月９日 令和４年度分 24,800 円 （電子マネー受領） 

ズンチャカバンド 

「勝手にコンサート」参加 
５月８日 

本会のイメージソング製作者開催のコンサー

トに参加し、合唱で会をＰＲ 

ウィンドウディスプレイ出展 
５月１５日 

～６月１６日 

［中央駐車場 ウィンドウディスプレイ］ 

６月の環境月間に合わせて、本会活動をパネ

ル等により展示し紹介    ※本会主催 

ごみ減量ロビー展出展 
５月２９日 

 ～３１日 

［市役所１階 エントランスホール］ 

パネル展示（活動紹介や分別クイズ等）、啓発

品配布、事業者会員の取り組み紹介、エコいけ

ばな展等    ※山形市主催・本会共催 

ウィンドウディスプレイ出展 
１０月２日 

～３１日 

［中央駐車場 ウィンドウディスプレイ］ 

１０月の３Ｒ推進月間・食品ロス削減月間に

合わせて、本会活動をパネル等により展示し

紹介            ※本会主催 

やまがた環境展２０２３参加 
１０月１４日 

 ～１５日 

［山形国際交流プラザ１階多目的集会場］ 

主催：やまがた環境展実行委員会 

山形市と共同出展し、パネル展示・分別クイ

ズ・エコ工作おもちゃ展示・啓発品配布など

を実施（分別クイズ参加者３８１名） 

    ※山形市後援・山形市と合同出展 

食品ロス削減 

３０・１０運動啓発品の受領 
１２月２１日 

[市役所３階 特別応接室] 

寄贈者：山形環境保全協同組合 

    山形市再生資源協同組合 

寄附品：３０・１０運動啓発用コースター

（宴会編） １０，０００枚 

    ３０・１０運動啓発用マグネットシート

（家庭編） ８００枚 

※両組合から山形市へ寄附された啓発品が、

本会へ進呈された。 

第１号議案 
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項  目 実 施 日 摘   要 

第１２回ごみ減量すすむくん・

かなえちゃんかるた大会共催 
２月１７日 

[市総合スポーツセンター武道場] 

主催：山形中央ライオンズクラブ(本会会員) 

※本会共催・山形市後援 

第１６回やまがた市民活動 

まつり参加 
２月２５日 

［霞城セントラル 1 階アトリウム］ 

主催：山形市市民活動支援センター連絡協議会  

展示ブースへ当会の活動紹介の出展 

ごみ減量・分別啓発パネル展 

出展 

３月７日 

 ～８日 

［道の駅やまがた蔵王 樹氷ホール］ 

当会の活動紹介の出展 

※山形市主催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ズンチャカバンド「勝手にコンサート」 

ごみ減量すすむくん・かなえちゃんかるた大会 

ごみ減量ロビー展 

食品ロス削減３０・１０運動啓発品受入式 

ウィンドウディスプレイ 

総会 ～情報交換～ 
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３ 各事業部会 

  部会ごとにスタッフが主体となって、企画・準備から各事業実施までを行った。 

 

（１）買い物エコフレンド部会  企画会議：４回 

身近な取り組みでもある「食品用容器リサイクル（店頭回収）」について、コロナ禍では広

く実施できなかった「食品トレーリサイクルキャンペーン」を７店舗で行い、店頭回収の現

状や来店客の反応を確認しながら、キャンペーンを行った。 

また、店頭回収の適切な利用促進を広く呼びかけるために、最新版の「食品用容器リサイ

クル店頭掲示用ポスター」と「食品用キッズ対応啓発用チラシ」を作成した。 

 

項  目 実 施 日 摘   要 

① ごみ減量ロビー展出展 ５月２９日 
～３１日 

［市役所１階 エントランスホール］ 
パネル展示（活動紹介や分別クイズ等）、

啓発品配布、企業会員の取り組み紹介、

エコいけばな展などを実施 

② 食品トレー 
リサイクルキャンペーン実施 

６月２０日 
～７月５日 

［マックスバリュ青田店、ほか６店］ 

食品用容器の分別パネルの展示・同内

容のチラシの配布を行い、正しい分別

と店頭回収利用時のマナーアップを呼

びかけた。 

③ 食品用容器リサイクル店頭掲示

用ポスター作成・配布 ６月～３月 ６０枚作成 

会員スーパーへ配布 

④ 食品用キッズ対応啓発用チラシ

作成・配布 ６月～３月 ５，０００枚作成 

各部会事業やイベント時等で随時配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画会議 

食品トレーリサイクルキャンペーン 

食品用キッズ対応啓発用

チラシ 
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（２）５Ｒ情報発信部会  企画会議：４回 

ごみの減量やリサイクルのために「５つのＲ」に取り組んでいる本会の会員事業者に取材を行

い、その成果を情報誌で「取材記事」として発信した。 

また、令和３年度に作成したもったいないマップ Ver.６（改訂版）の最新情報の更新に加え、

マップ掲載事業者の情報をスマートフォン等で簡単に網羅できるよう、二次元コードによるデ

ジタルコンテンツを取り入れた「シン・もったいないマップ Ver.７（改訂版）」を発行した。 

 

項  目 実 施 日 摘   要 

① 各種団体等の情報収集 ６月～３月 対象：市内のＮＰＯ、事業者等（事業者

会員４者に取材を実施） 

② 情報誌、ＳＮＳ（ソーシャル

ネットワークサービス）に 
よる情報発信 

随  時 ごみ減量や資源の再利用の取組情報等 

③ 「シン・もったいないマップ

Ver.７（改訂版）」の作成・配布 
６月～３月 

４，０００枚作成 
公民館、コミュニティセンター及びマッ

プ掲載事業者会員へ設置するほか、各部

会事業やイベント時等で随時配布 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シン・もったいないマップ Ver.7（改訂版） 

 

企画会議 
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（３）ごみ減量学習部会  企画会議：４回 

ごみ分別の現状を学び、また、資源の再利用について自ら体験することで、家庭や地域、職場

などでごみ減量の取組みを広めるため、各種事業を実施した。 

令和５年５月８日よりコロナ禍における制限がなくなったことから、事業実施にあたっては、

参加者募集範囲の拡大や、約４年ぶりとなる施設訪問でリサイクル関連施設研修会を実施する

等、様子を見ながら事業の運営に取り組んだ。 

 

項  目 実 施 日 摘   要 参加者等 

① リサイクル体験教室 
開催 ７月２６日 

［南部公民館 調理室］ 
エコ工作活動 
「使用済みろうそくで作る 

アロマキャンドルサシェ作り 
講師：ごみ減量学習部会  

副部会長 佐藤弘子氏 
   部会員 奥野千秋氏、鈴木圭子氏 

１１名 

 

② リサイクル関連施設 
研修会開催 

 

 
１０月１０日 

 

［エネルギー回収施設（川口）］ 
ごみ処理やリサイクルに関連する施設

を見学 
２７名 

③ ごみ減量学習会開催 １１月２７日 

［市役所１１階 大会議室］ 
リサイクルとごみの分別に関する学習会 
「資源物のリサイクルについて」 
講師：山形市再生資源協同組合 
   事務局 志田裕昭氏 
「ごみ分別の変更点とごみ分別アプリ

『さんあ～る』の紹介」 
講師：ごみ減量推進課 
   分別収集係 職員 

６３名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画会議 

ごみ減量学習会 リサイクル関連施設研修会 

リサイクル体験教室 
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（４）広報部会  企画会議：４回 

会の活動やごみ減量等の取り組みの発信・共有を行い、ごみ減量の輪を広めるため、１年間の

活動の成果を伝える情報誌（年２回）を発行した。 

また、廃棄予定のものに手を加えて、価値をつけて新たな製品へと生まれ変わらせる「アップ

サイクル」を啓発することで、今までごみとして捨てられていたものも発想次第で様々なものに

利活用できる可能性があると気づくきっかけ作りにしてもらうために、ブックカバーとポチ袋に

アップサイクルできる「アップサイクル啓発チラシ」を作成した。 

 

項  目 実 施 日 摘   要 

① ホームページ・フェイスブッ

クによる情報発信 随  時 会の活動、ごみ減量や資源の再利用の取組

情報等 

② 情報誌の発行 １１月、３月 
（年２回） 

第３３号、第３４号 各４,０００部 
各部会事業やイベント時等で随時配布 
会員への送付及び公民館、コミュニティ 
センター及び会員スーパーの店頭へ設置 

③ アップサイクル啓発チラシの 
作成・配布 ６月～３月 

１０，０００部（ブックカバー版２種類・

ポチ袋版各５，０００部）作成 
各部会事業やイベント時等で随時配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画会議 

情報誌 

アップサイクル啓発チラシ 
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（５）ごみ減量アドバイザー部会  企画会議：４回 

ごみの減量や資源の再利用の必要性、実践方法を広めるため、本会会員の中から登録した

「ごみ減量アドバイザー」を、市内の各任意団体やＰＴＡを含む学校などが主催する「ごみ減

量に関する学習会」に派遣した（計１１回、延べ５４３名参加）。 

また、コロナ禍が明けたことにより、アドバイザー派遣の需要の増加への対応と更なる周知

のために、新規アドバイザーの派遣メニューを反映させた最新版の「ごみ減量アドバイザー派

遣ＰＲチラシ」を作成した。 

 

項  目 実 施 日 摘   要 参加者等 

① 派遣制度のＰＲ 随  時 アドバイザー派遣ＰＲチラシ配布、ラジ

オ広報 － 

② 新規アドバイザー

募集 ～７月  － 

③ スキルアップ研修会

及び新規アドバイザ

ー登録証交付式 
 

 

７月１３日 アドバイザーのための研修会 
新規アドバイザー５名登録 １２名 

④ アドバイザー派遣 
（計１１回） 

４月２４日 

[南館ふれあい協議会福祉部] 

「生活に役立つ風呂敷の使い方・包み

方の実践、山形市のごみの現状やリサ

イクル等の学習」 

３４名 

５月４日・ 

５月２３日 

[第九中学校総合文化部] 

「エコ短歌・エコいけばな制作、食品

ロスや家庭でのごみ減量についての学習」 

３２名 

５月２５日 

[第一中学校総合文化部] 

「エコいけばな制作、環境問題につい

ての学習」 

２５名 

６月２８日 

[第五小学校四年生] 

「エコいけばな制作、山形市のごみの

現状やリサイクル等の学習」 

３８名 

６月３０日 

[大曽根小学校放課後子ども教室] 

「エコいけばな制作、山形市のごみの

現状やリサイクル等の学習」 

２２名 

８月２６日 

[第八地区環境保健推進協議会] 

「店頭回収における食品容器のリサイ

クルについて、山形市のごみの現状や

リサイクル等の学習」 

８名 

１０月２日 

[第八中学校総合活動部] 

「エコいけばな制作、山形市のごみの

現状やリサイクル等の学習」 

１２名 

１０月７日 

～１３日 

[フラワーキッズ・日本伝統文化おもし

ろ子ども教室（遊学館）] 

「「エコいけばな制作」 

３３０名 
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項  目 実施日 摘  要 参加者等 

④ アドバイザー派遣  

１０月１７日 

[上宿いきいきサロン] 

「食品ロス削減の取り組みについて、山形市

のごみの現状やリサイクル等の学習」 

１０名 

１２月１５日 

[健康生きがいづくりアドバイザー協議会] 

「エコいけばな制作、山形市のごみの現

状やリサイクル等の学習」 

９名 

１月１８日 

[小荷駄町三区町内会いきいきサロン

「あじさい会」] 

「布製品のリメイク、山形市のごみの現

状やリサイクル等の学習」 

２３名 

⑤ もったいない 
アカデミー開催 
（２回） 

１月３０日 
 

２月 ７日 

［市役所１１階 大会議室］ 
１月３０日 
「エコな文具と、のし袋のお話」 
２月７日 
「食品トレーのリサイクルについて」 

１月３０日 
３０名 

２月７日 
３２名 

⑥ ごみ減量アドバイ

ザー派遣 PR チラシ

の作成・配布 
６月～３月 ８０枚作成 

各部会事業やイベント時等で随時  

【参考】 
ごみの減量講座派遣 
（金澤会長対応） 

９月１１日 
[第一小学校四年生] 
「食品ロス削減の取り組みについて、 
山形市のごみの現状やリサイクル等の学習」 

３８名 

９月１３日 
[山形県保健環境活動団体連合会 
（Web 配信）] 
「食品ロス削減の取り組みについて」 

- 

１２月５日 [東根市健康福祉部健康推進課] 
「食品ロス削減の取り組みについて」 ２６名 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 
企画会議 

アドバイザー派遣 



（単位：円）

大科目

1,600,000 1,600,000 0

1,600,000 1,600,000 0 山形市より

64,000 38,680 △ 25,320

30,752 30,752 0 令和４年度より

33,248 7,928 △ 25,320 預金利子、損害保険返還保険料等

1,664,000 1,638,680 △ 25,320

（単位：円）

大科目

498,000 488,687 △ 9,313

249,052 240,224 △ 8,828 資料印刷費等、通信費へ流用（3,984円）

125,000 124,515 △ 485 事務用品、ＯＡ機器リース、傷害保険料

123,948 123,948 0
資料等送付費、
会議費から流用あり(3,948円)

1,161,000 1,118,276 △ 42,724

440,817 440,817 0
ＨＰ管理更新、情報誌印刷・郵送費等、減量す
すむくん基金繰出金から流用あり(34,817円)

705,000 677,459 △ 27,541

（買い物エコフレンド部会） 110,000 96,032 △ 13,968
食品用容器リサイクル店頭掲示用ポスター作
成費、キャンペーン用啓発品作成費

（５R情報発信部会） 174,800 174,800 0
５Ｒ情報発信用啓発品作成費等、
学習部会から流用(24,800円)

（ごみ減量学習部会） 140,200 139,823 △ 377
研修会、リサイクル体験教室等開催費、
５Ｒへ流用（24,800円）

（ごみ減量アドバイザー部会） 170,000 169,004 △ 996
アドバイザー派遣費、ごみ減量アドバイ
ザー派遣ＰＲチラシ作成費

（ごみ減量啓発グッズ作製） 110,000 97,800 △ 12,200
食品ロス削減啓発品作成費、減量すすむ
くん消耗品費

15,183 0 △ 15,183 広報部会へ流用（34,817円）

5,000 0 △ 5,000

1,664,000 1,606,963 △ 57,037

収入金額 1,638,680 円

支出金額　 1,606,963 円

差引金額 31,717 円（令和６年度に繰り越し）

減量すすむくん基金
繰出金

9

管理費 会議費

事務費

通信費

予備費

実践活動事業費

令和５年度収支報告（案）
(令和5年4月1日から令和6年3月31日まで）

収 入 の 部

科　　目
予算額
　(A)

決算額
　(B)

差引増減額
(Ｂ)-（Ａ）

摘要
中科目

予算額
　(A)

決算額
　(B)

差引増減額
(Ｂ)-（Ａ）

摘要
中科目

補助金収入

山形市補助金

その他収入

繰越金

その他収入

合　　計

支 出 の 部

科　　目

合　　計

事業費
 広報事業費（広報部会）



収入の部 （単位：円）

15,929 6,542 △ 9,387
減量すすむくん着ぐるみメンテナンス代充
当を目的として

51,071 1,071 △ 50,000

繰越金 1,071 1,071 0 令和４年度より

繰入金 50,000 0 △ 50,000 減量すすむくん基金繰出金より

67,000 7,613 △ 59,387

支出の部 （単位：円）

67,000 0 △ 67,000 抗菌・撥水コート適用（2月）

67,000 0 △ 67,000

収入金額 7,613 円

支出金額　 0 円

差引金額 7,613 円（令和６年度に繰り越し）

10

差額増減額
(Ｂ)-（Ａ）

摘要

【特別会計】令和５年度減量すすむくん基金収支決算報告（案）
(令和5年4月1日から令和6年3月31日まで）

科　　目

摘要

減量すすむくん寄付金

その他収入

合　　計

科　　目 予算額
　(A)

決算額
　(B)

差引増減
(Ｂ)-（Ａ）

予算額
　(A)

決算額
　(B)

着ぐるみメンテナンス費

合　　計

１５
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令和６年度事業計画（案） 

 

１ 運営方針 
◎ ５つのＲ（リフューズ〔Ｒefuse：辞退〕、リデュース〔Ｒeduce：発生抑制〕、リユース 

〔Ｒeuse：再使用〕、リペア〔Ｒepair：修理〕、リサイクル〔Ｒecycle：再生利用〕）を推進 

する取り組みを市内全域に広めます。 

◎ 物を大事に、感謝する心、リスペクト【Respect】を大切にライフスタイルやビジネススタ

イルを見直します。 

◎ 会や会員の情報を発信・共有し、会員や活動の輪を広げます。 

◎ 「もったいない」という共通の認識のもとに、会員の声を聞き、開かれた運営を行います。 

２ 総会・役員会 

項  目 区分 期  日 内   容 

総    会  ５月３０日 議案審議、情報交換 

第１回役員会  ４月１９日 総会議案の協議、総会の進め方について 

第２回役員会 拡大 ８月 部会活動について 

第３回役員会  １１月 会全般及び部会活動について 

第４回役員会 拡大 １月 令和６年度予算執行状況及び今後の執行見込みについて 

第５回役員会  ３月 令和７年度の事業計画及び総会の進め方について 

 

３ 主な事業 

項  目 開 催 日 摘   要 

ごみ減量ロビー展参加 
５月２９日 

～３１日 

会場：山形市役所１階エントランスホール 

内容：雑がみ・食品トレーリサイクル紹介、エコ

いけばな展示、会員企業の取組み紹介 

ウィンドウディスプレイ出展 
５月２０日 

～６月１４日 

山形市中央駐車場ウィンドウディスプレイで 

活動紹介 

やまがた環境展２０２４参加 １０月 

会場：山形国際交流プラザ 

主催：令和５年やまがた環境展実行委員会 

「環境活動・啓発・体験ゾーン」にブース出展 

パネル展示、ワークショップ、分別クイズ等 

ウィンドウディスプレイ出展 １０月 
山形市中央駐車場ウィンドウディスプレイに 

おいて本会の活動を紹介 

ごみ減量すすむくん・ 

かなえちゃんかるた大会参加 
時期未定 

かるた大会 

 会場：市総合スポーツセンター武道場 

 主催：山形中央ライオンズクラブ 

 共催：本会 

 後援（予定）：山形市、山形市教育委員会 

広報やまがた掲載（山形市発行） 随 時 ごみ減量の啓発、会の活動紹介等 

 

 

第２号議案 
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４ 各事業部会 

 

（１）買い物エコフレンド部会 

買い物という身近な場において、消費者と事業者が取り組める行動の情報を共有します。 

また、マナー向上を呼びかける取り組みを通して、消費者・事業者・行政が連携したごみ

減量とリサイクルの推進を目指します。 

 

項  目 期  日 摘  要 

①ごみ減量ロビー展への参加 
５月２９日 

～３１日 

食品用容器や雑がみのリサイクルに

ついての啓発活動 

②リサイクル推進 

キャンペーン 
随時 

市内スーパーにて、食品用容器の 

リサイクルについて呼びかけ、啓発

品配布 

③食品用容器リサイクルマナ

ーアップ啓発品作成 
 ６月～１０月 

食品用容器リサイクルへの協力と 

マナーアップを呼びかけるための 

啓発品種類を作成 

 

 

（２）５Ｒ情報発信部会 

市内のＮＰＯ、各種団体、事業者団体等のごみ減量や資源の再利用の取組み（５Ｒ）につ

いて、情報を収集・発信し、消費者及び事業者が利用できるごみ減量等の取組みの拡大を

目指します。 

 

項  目 期  日 摘   要 

①各種団体等の取材･情報収集 ６月～随時 対象：市内のＮＰＯ、各種団体、事業者等 

②情報誌、SNS(ソーシャル 

ネットワークサービス)に

よる情報発信 

随 時 ごみ減量や資源の再利用の取組情報等 

③５つのＲを紹介するツール

の作成 
６月～２月 ５つのＲを推進するための啓発品を作成 

 

 

（３）ごみ減量学習部会   

 ごみ分別の現状を学び、また、資源の再利用方法を体験し、家庭や地域や職場等において

ごみ減量等の取組みを実践します。 

 

項  目 期  日 摘   要 

①リサイクル体験教室の実施 ７月 エコ工作活動 

②リサイクル関連施設研修会

の実施 
１０月 

リサイクルに関連する施設を見学し、ごみ

減量やリサイクルについて学習する。 

③ごみ減量学習会の実施 １１月 ごみ減量やリサイクルに関する勉強会 
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（４）広報部会 

 情報誌や様々な情報媒体を通して、会や会員の活動情報やごみ減量等の情報の発信・ 

共有を行い、ごみ減量の輪を広めます。 

 

項  目 期  日 摘   要 

①ホームページ・フェイス 

ブックによる情報発信 
随  時 

会の活動、ごみ減量や資源の再利用の 

取組情報等 

②情報誌の発行 １１月、３月 第３５号、第３６号  

③ごみ減量啓発グッズの作成 ６月～２月 
ごみ減量とリサイクルに関する啓発グッ

ズの作成・活用 

④各種取材 随 時 全体・各部会事業に参加し取材を行う 

 

 

（５）ごみ減量アドバイザー部会 

ごみの減量や資源の再利用の必要性や実践方法を会員自らが学び、地域や学校等におい

てごみ減量の取組みを広めます。 

 

項  目 期  日 摘   要 

①アドバイザー派遣 随 時 地域の集まりや学校など 

②新規アドバイザー募集 ５月～６月  

③スキルアップ研修会および 

新規アドバイザー登録証交付式 
７月 アドバイザーのための研修会 

④もったいないアカデミーの開催 １月～２月 ２回実施 

⑤字幕（手話）付き紙芝居ＤＶＤ

作成 
６月～１月 

令和４年度作成食品ロス削減啓発用ＤＶＤ

に字幕（手話）を追加編集 

 



（単位：円）

大科目

1,600,000 1,600,000 0

1,600,000 1,600,000 0 山形市より

64,000 64,000 0

31,717 30,752 965 令和５年度より

32,283 33,248 △ 965 預金利子、傷害保険返還保険料等

1,664,000 1,664,000 0

（単位：円）

大科目

498,000 498,000 0

253,000 253,000 0 資料印刷費等

125,000 125,000 0 事務用品、ＯＡ機器リース、傷害保険料

120,000 120,000 0 資料等送付費

1,161,000 1,161,000 0

422,000 406,000 16,000 ＨＰ管理更新、情報誌作成・郵送費等

689,000 705,000 △ 16,000

（買い物エコフレンド部会） 115,000 110,000 5,000
食品トレーリサイクル啓発ポケットティッシュ
の作成

（５R情報発信部会） 144,000 150,000 △ 6,000 ５つのＲを紹介するツールの作成

（ごみ減量学習部会） 145,000 165,000 △ 20,000
リサイクル体験教室、リサイクル関連施設
研修会、ごみ減量学習会開催

（ごみ減量アドバイザー部会） 180,000 170,000 10,000
アドバイザー派遣、もったいないアカデミー
開催、食品ロス削減啓発用紙芝居動画
（字幕（手話）付き）ＤＶＤ作成

（ごみ減量啓発グッズ作製） 105,000 110,000 △ 5,000
ごみ減量啓発グッズの作成、減量すすむ
くん消耗品費

50,000 50,000 0

5,000 5,000 0

1,664,000 1,664,000 0

15

合　　計

事業費
 広報事業費（広報部会）

実践活動事業費

減量すすむくん基金
繰出金

管理費 会議費

事務費

通信費

予備費

５年度
予算額
　(B)

増減
(A)-（B）

摘要
中科目

その他収入

合　　計

支 出 の 部

科　　目 ６年度
予算額
　(A)

令和６年度収支予算（案）
(令和６年4月1日から令和７年3月31日まで）

収 入 の 部

科　　目 ６年度
予算額
　(A)

５年度
予算額
　(B)

増減
(A)-（B）

摘要
中科目

補助金収入

山形市補助金

その他収入

繰越金



収入の部 （単位：円）

7,887 15,929 △ 8,042
減量すすむくん着ぐるみメンテナンス代充
当を目的として

57,613 51,071 6,542

繰越金 7,613 1,071 6,542 令和５年度より

繰入金 50,000 50,000 0 減量すすむくん基金繰出金より

65,500 67,000 △ 1,500

支出の部 （単位：円）

65,000 67,000 △ 2,000 抗菌・撥水コート適用

65,000 67,000 △ 2,000

16

６年度
予算額
　(A)

５年度
予算額
　(B)

増減
(A)-（B）

摘要

着ぐるみメンテナンス費

合　　計

摘要

減量すすむくん寄付金

その他収入

合　　計

科　　目
６年度
予算額
　(A)

５年度
予算額
　(B)

増減
(A)-（B）

【特別会計】令和６年度減量すすむくん基金収支予算（案）

(令和６年4月1日から令和７年3月31日まで）

科　　目

１５
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規約の一部改正について 

 

現在の事務取扱に応じて規約を改正する。 

 

主な改正点 

（第 ５条）退会手続きを、退会届の提出から本人又は代理人の申出とする。 

（第 ９条）役員会の構成に監事を含める。 

（第１０条）役員の欠員時は必要に応じて補充し、残任期間を担うこととする。 

（第１１条）部会について盛り込む。 

（第１２条）アドバイザーの名称を顧問に改め、アドバイザー部会と区別する。 

（第１９条）事務処理について盛り込む。 

 

    ※改正後の規約は次ページのとおり 

 
 

第３号議案 



 

18 
 

ごみ減量・もったいないねット山形 規約（案） 
（名称） 
第１条 この会は、「ごみ減量・もったいないねット山形」（以下「会」という。）

という。 
（目的） 
第２条 この会は、市民、事業者、行政が、山形市域におけるごみの減量及び 
資源の再利用（以下「ごみ減量等」という。）を推進するために、共に考え、

実践し、相互に協力・連携を図り、循環型社会の形成をめざす。 
（事業） 
第３条 この会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 
（１）ごみ減量等のための情報発信 
（２）ごみ減量等のための実践活動 
（３）その他、この会の目的を達成するための必要な事業 

（会員） 
第４条 この会の会員は、市民、市民団体、事業者、事業者団体及び山形市で 
構成する。 

（入会・退会） 
第５条 入会しようとする者は、入会申込書を提出することとする。 
２ 退会するときは、本人又は代理人の申し出を受ける。 
（役員） 
第６条 この会に、次の役員を置く。 
（１）会長  １人 

 （２）副会長 若干名 
 （３）幹事  １０人以内 
 （４）監事  ２人 
（役員の選任） 
第７条 役員は、総会において会員のうちから選任する。 
２ 副会長のうち、１人は山形市のごみ減量を所管する部長が務める。 
３ 前条にあげる役員は、相互に兼ねることができない。 
（役員の職務） 
第８条 会長は、この会を代表し、業務を総括する。 
２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代行する。 
３ 幹事は、会長の指示により、会務にあたる。 
４ 監事は、会計を監査する。 
（役員会） 
第９条 役員会は、会長、副会長、幹事及び監事をもって構成し、必要に応じ 
会長が招集する。 

２ 役員会の議長は、会長とする。 
３ 役員会は、総会に付議する事項、会の運営に関する事項等を審議する。 
４ 役員会は、その他会長が必要と認めた事項について協議し、事業を運営する。 
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５ 会長は、第１０条第１項第５号の副部会長について、必要に応じて役員会に 
招集する。 

（役員の任期） 
第１０条 役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 
２ 役員に欠員が生じた場合は、必要に応じ補充する。補充した役員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

３ 役員の任期満了後も後任者の就任まで、必要に応じその職務を行うもの 

とする。 

（部会） 

第１１条 第３条の事業を実施し、推進するため部会を置く。 

２ 部会は、部会長及び部会員をもって組織する。 

３ 部会長は、幹事をもって充てる。 

４ 部会長は、部会の会議を招集し、当該会議の議長となる。 

５ 必要に応じ、副部会長を置く。副部会長の人数及び選任方法は、部会長に 

おいて決定する。また、副部会長は部会長を補佐し、部会長に事故があるとき 

は、その職務を代行する。 

（顧問） 
第１２条 この会に、顧問を置くことができる。 
２ 顧問は、必要に応じ会長が依頼する。 
 （総会） 
第１３条 総会は、毎年１回会長が招集する。ただし、必要に応じ臨時総会を開

催することができる。 
２ 総会の議長は、総会出席会員の中から選出する。 
（総会の定足数） 
第１４条 総会は、会員の過半数の出席がなければ開催することができない。た

だし、委任状を提出した者は出席者とみなす。 
（議決事項） 
第１５条 総会は、次の事項を議決する。 
（１）規約の変更 
（２）事業計画および収支予算 
（３）事業報告および収支決算 
（４）その他 

（議決） 
第１６条 総会の議事は、出席会員の過半数をもって決し、可否同数のときは 
議長の決するところによる。 

（経費） 
第１７条 この会の経費は、市の補助金及びその他の収入をもって充てる。 
（会計年度） 
第１８条 この会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わ

る。 
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２  会は、事業年度開始の日から総会の日までの本会予算について、前年度の収

支予算に準じて執行することができる。 
 
（事務処理） 

第１９条 この会の事務処理については、山形市の例による。 

（事務局） 
第２０条 当分の間、事務局を山形市のごみ減量を担当する課に置く。 
（その他） 

第２１条 この規約に定めるもののほか、この会の運営に関し必要な事項は、役

員会において別に定める。 
 

附 則 
１ この規約は、平成１８年１２月１６日から施行する。 
２ この会の設立当初の役員の任期は、第９条１項の規定にかかわらず、成立の

日から平成２０年総会の日までとする。 
附 則 

 この規約は、平成２１年５月３０日から施行する。 
附 則 

 この規約は、平成２２年５月３０日から施行する。 
附 則 

 この規約は、令和６年５月３０日から施行する。 
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役員改選について 

（任期：令和６年度総会～令和８年度総会） 
 

 

新役員 

役職名 氏 名 

会 長 

（１名） 
 

副 会 長 

（若干名） 
 

幹 事 

（10 人以内） 
 

監 事 

（２人） 
 

 
 
 
 

第４号議案 
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